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こ
れ
ま
で
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
暖
房
に

は
主
に
重
油
な
ど
の
化
石
燃
料
が
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
原
油
価
格
の

高
騰
や
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、

農
家
の
経
営
は
常
に
不
安
定
な
状
況
に

置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
解
決
策
の

一
つ
が
、
こ
音
の
水
素
暖
房
機
な
の
で
す
。

点
火
の
時
が
来
ま
し
た
。
知
事
の
手

元
に
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
暖
房
機
を
遠
隔

操
作
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
あ
り

ま
す
。
知
事
が
ボ
タ
ン
に
触
れ
る
と
、

暖
房
機
が
静
か
に
作
動
を
始
め
ま
し

た
。県

の
担
当
者
は

「
本
日
よ
り
、
こ
の

革
新
的
な
実
証
試
験
を
開
始
い
た
し
ま

す
。
農
業
分
野
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
水

素
の
利
活
用
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス

と
し
て
、
広
く
現
場
に
普
及
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

と
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

水
素
暖
房
機
っ
て
、
ど
ん
な
仕
組
み
?

無
臭
で
環
境
に
優
し
い

暖
房
機
で
す

圏
◎YAMANASHl / nakanogumi

水
素
暖
房
機
の
隣
に
は
、
肩
ほ
ど

の
高
さ
が
あ
る
円
筒
形
の
容
器
が
0
0

本
、
横
向
き
に
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

が
「
カ
ー
ド
ル
容
器
」
と
呼
ば
れ
る
水

素
ボ
ン
ベ
の
集
合
体
で
す
。
中
に
は
、

米
倉
山
で
製
造
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
水
素

が
、
高
圧
で
充
填
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ン
ベ
か
ら
出
る
水
素
は
、
配
管
で

一
本
に
集
約
さ
れ
、
減
圧
装
置
で
圧
力

を
下
げ
て
か
ら
暖
房
機
へ
送
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
暖
房
機
の
中
で
水
素
を
燃
や
し
、

そ
の
熱
で
ハ
ウ
ス
内
を
暖
め
ま
す
。

水
素
は
燃
え
や
す
い
気
体
で
す
。
そ

の
た
め
、
安
全
対
策
が
二
重
、
三
重
に

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
発
に
携
わ
っ
た

株
式
会
社
桂
精
機
製
作
所
の
技
術
担
当

者
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
水
素
で
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
は
『
逆

火
』

と
い
う
現
象
で
す
。
配
管
内
に
空

気
が
混
入
し
た
際
、
着
火
し
た
火
が
配

管
内
を
逆
流
し
、
破
裂
音
を
伴
っ
て
燃

焼
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
い
か
に
防
ぐ

か
が
重
要
で
し
た
」

そ
の
答
え
が
「
窒
素
パ
ー
ジ
」
で
す
。

窒
素
と
い
う
燃
え
な
い
気
体
を
使
っ

て
、
暖
房
機
の
着
火
時
と
消
火
時
に
配

管
内
の
空
気
を
追
い
出
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
配
管
の
途
中
に
は
物
理
的
な
「
逆

火
防
止
器
」

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

窒
素
に
よ
る
制
御
と
、
物
理
的
な
遮
断
。

こ
の
一
一
重
の
対
策
に
よ
っ
て
、
安
全
性

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
に
本
社
を
置
く
桂
精
機
製
作

所
は
、
北
杜
市
須
玉
町
に
主
力
工
場
を

持
っ
て
い
ま
す
。
1
9
6
6
年
の
創
業

以
来
、
し
P
ガ
ス
供
給
機
器
の
開
発
で

培
っ
た
技
術
を
持
ち
、
2
0
1
4
年
か

ら
は
水
素
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
水
素
暖
房
機
は
、
そ
の

技
術
の
集
大
成
と
も
言
え
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
遠
隔
操
作
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
、
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
設
定
に
合
わ
せ
て
自
動
で
運

転
と
停
止
を
繰
り
返
し
ま
す
。
夜
間
は
、

ト
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
温
度
か
ら
下
が

る
と
、
自
動
で
点
火
し
ま
す
。

水
素
を
燃
や
す
と
、
出
て
く
る
の
は

水
(
水
蒸
気
)
だ
け
。
C
0
2
は
一
切
排

出
し
ま
せ
ん
。
従
来
の
重
油
暖
房
機
と

は
、
そ
こ
が
決
定
的
に
違
い
ま
す
。

※2月26日時点の情報を基に作成しています(今号の全て)
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実
証
ハ
ウ
ス
で
挑
む

水
素
利
用
の
可
能
性

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
の

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ど
う
変
わ
る
?

4

こ
の
実
証
試
験
は
、
2
0
2
6
年
か

ら
3
年
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
ハ
ウ

ス
の
面
積
は
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
。

栽
培
す
る
の
は
、
山
梨
県
が
誇
る
高
級

ブ
ド
ウ
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
で

す
。
暖
房
機
を
稼
働
さ
せ
る
の
は
2
月

か
ら
5
月
ま
で
。
生
育
の
た
め
の
適
温

を
維
持
し
ま
す
。

調
べ
る
の
は
大
き
く
三
つ
。
「
安
全

性
」
「
運
用
性
」
「
経
済
性
」
で
す
。

ま
ず
、
安
全
性
。
シ
ス
テ
ム
が
安
全

に
稼
働
す
る
か
。
ど
れ
だ
け
設
計
段
階

で
安
全
対
策
を
施
し
て
も
、
実
際
に
現

場
で
長
期
間
使
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
3
年
間
、

し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
運
用
性
。
水
素
の
消
費
量

は
ど
の
く
ら
い
か
。
こ
の
暖
房
機
は

1
1
6
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
熱
出
力
を
持

ち
、
1
時
間
当
た
り
最
大
で
3
3
立
方

メ
ー
ト
ル
の
水
素
を
消
費
し
ま
す
。
実

際
の
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

そ
し
て
経
済
性
。
現
場
で
は
今
、
重

油
を
使
っ
た
暖
房
機
が
普
及
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
水
素
を
熱
源
と

し
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
利
用
量
が

必
要
で
、
コ
ス
ト
は
ど
う
な
る
の
か
。

経
費
面
と
収
入
面
の
バ
ラ
ン
ス
、
つ
ま

り
水
素
に
切
り
替
え
て
も
農
家
の
収
益

が
き
ち
ん
と
成
り
立
つ
か
ど
う
か
、
そ

の
採
算
ラ
イ
ン
を
見
極
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
ブ
ド
ウ
の
生
育
状
況
も

し
っ
か
り
と
観
察
し
ま
す
。
「
品
質

は
?
」
「
収
量
は
?
」
従
来
の
重
油
暖

房
機
で
育
て
た
も
の
と
比
較
し
て
、
違

い
は
あ
る
の
か
。
年
ご
と
の
気
候
の
違

い
に
よ
っ
て
、
暖
房
機
の
稼
働
状
況
や

水
素
の
消
費
量
が
ど
う
変
化
す
る
か
。

そ
の
デ
ー
タ
を
3
年
間
積
み
上
げ
て
い

き
ま
す
。

水
素
暖
房
機
は
、
燃
焼
時
に
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
と
い
う
大
き
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

県
は
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
農
業
の
生
産

体
系
を
確
立
し
、
ク
リ
ー
ン
な
環
境
で

作
ら
れ
た
フ
ル
ー
ツ
と
し
て
消
費
者
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

「
グ
リ
ー
ン
水
素
で
育
て
た
、
環
境
に

優
し
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る

高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
ま
す
。

水
素
暖
房
機
の
運
転
時
に
気
付
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
特
有
の

石
油
臭
が
し
ま
せ
ん
。
無
臭
の
水
素
は
、

生
産
者
に
も
優
し
い
燃
料
な
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
現
時
点
で
水
素
暖
房
機

は
安
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

実
証
試
験
を
通
じ
て
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
、
改
良
を
重
ね
て
い
け
ば
、
コ
ス
ト

低
下
が
期
待
で
き
ま
す
。
将
来
的
に
、

生
産
現
場
へ
の
普
及
に
当
た
っ
て
は
、

県
も
補
助
政
策
を
検
討
し
ま
す
。

写真e作業をしやすい小回

りのきくEV軽トラック

\
擢
諜
培
/



/<膜で

\で光発電するん棉

写真0ハウスの屋根に取り付けて発電する有機薄膜太陽電池

山
梨
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

地
産
地
消
の
工
ネ
ル
ギ
1

こ
の
実
証
試
験
の
燃
料
と
な
っ
て
い

る
グ
リ
ー
ン
水
素
は
、
全
て
米
倉
山
で

製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
太
陽

光
発
電
と
水
力
発
電
の
電
力

(
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
)

を
使
っ
て
水
を
電
気

分
解
し
、
水
素
を
作
り
出
し
て
い
i
ま
す
。

化
石
燃
料
を
一
切
使
わ
ず
に
製
造
さ
れ

た
水
素
で
す
。

県
は
、
グ
リ
ー
ン
水
素
の
開
発
と
普

及
に
お
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
1
 
0
月
に
は

「
国
際
水
素
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
世
界
中
か
ら

専
門
家
が
集
ま
り
、
グ
リ
ー
ン
水
素
実

証
の
現
場
で
蓄
積
さ
れ
た
運
用
ノ
ウ
ハ

ウ
や
知
見
を
交
換
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
将
来
的
に
は
も
っ
と
壮
大

な
構
想
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
屋
根

に
太
陽
電
池
を
設
置
し
、
そ
こ
で
得

写真eロボット草刈機は、充

電まで自動でやってくれる

聞
in depthで

コミックが読める!

[問い合わせ先]農業技術課 TEL O55-223-1616 FAX O55-223-1622

ら
れ
た
電
力
を
そ
の
場

「
脱
炭
素
農
機
具
」
続
々
と
実
装

余
っ
た
電
力
は
米
倉
山
に
送
っ
て
水
素

を
造
り
、
i
暖
房
機
の
燃
料
に
す
る
∵
完

全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
浦
で
す
。

や
ま
な
し
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
農
業
の

第
1
弾
と
し
て
、
有
機
薄
膜
太
陽
電
池

(
写
真
①
)

を
活
用
し
た
ブ
ド
ウ
栽
培

の
実
証
試
験
も
進
ん
で
い
ま
す
。
太
陽

電
池
で
発
電
し
、
」
E
D
ラ
イ
ト
を
夜

間
に
発
光
さ
せ
て
山
梨
県
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
色
づ

さ
を
良
く
し
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
農
業
を
展
開
す
る

た
め
に
、
他
の
農
機
具
で
も
電
動
化
の

検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

ブ
ド
ウ
栽
培
に
欠
か
せ
な
い
せ
ん
定

作
業
。
充
電
式
せ
ん
定
ハ
サ
ミ
(
写
真

②
)
と
ハ
ン
デ
ィ
ソ
ー
(
写
真
③
)
は
、

バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
く
た
め
排
気
ガ
ス

を
出
し
ま
せ
ん
。
太
陽
光
発
電
な
ど
ク

リ
ー
ン
な
電
力
で
充
電
す
れ
ば
、
生
産

過
程
の
C
O
2
排
出
を
ゼ
ロ
に
で
き
ま

す
。さ

ら
に
、
E
V
軽
ト
ラ
ッ
ク
(
写
真
④
)

も
導
入
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
っ
た
電
気
で

充
電
し
、
農
作
業
の
運
搬
に
使
用
し
ま

す
。
電
動
の
自
動
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
(
写

真
⑤
)
も
装
備
さ
れ
ま
し
た
。
水
素
暖
房

機
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
栽
培
か
ら
収

穫
、
運
搬
ま
で
、
全
て
の
工
程
を
力
-
ボ

ン
フ
リ
ー
で
行
う
農
業
が
実
現
し
ま
す
。

5 ふれあいl vol.88 I 2026 SPRiNG



県民喜入ひとりが
三三三
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ここ かさを実感
令和8年度予算特集 

ふるさと強靭化 閲の国つくり

3つの重点項目で具現化
県は令和8年度当初予算案を2月定例議会に提出しました。

令和8年度は、山梨県総合計画(2023年策定版)の総仕上げの年度です。

「県民一人ひとりが豊かさを実感できる山梨の実現」に向けて加速します。

「ふるさと強靭化」と「閲の国づくり」を具現化するため、

3つのテーマを重点項目として編成しました。

「新たな世界基準・価値への挑戦」 「県民生活の更なる強靭化」

「スリーアップの好循環の加速」の3テーマです。

「ミッションを果たす」予算 

政策予算※に充てた

一般財源の比率

獲政策予算 叢流的経費 -・○○政策予嘉充当率

県債の予算計上額と

交付税措置

予算額 囲うち交付税橋田額 -・○○交付税措電車

基金取崩額

R4∴∴∴∴R5.` R6 R7 R8

うち密封備備連基金分

県の負担を最小にする一方で最大の効果を上げられるよう、国の補助金や将来の県の負担が少

ない有利な地方債を活用しました。その結果、県の借金である県債予算のうち国が将来負担する割

合は41%と依然高い水準を維持しています。こうした工夫で、県が自由に使える財源を政策実現の

ために効果的に活用するとともに、県の貯金である主要基金から取り崩す頴を抑制しました。

過去最大規模の

蕎菩額5扉32門億円

※政策予算…義務的経費(人件費、扶助費、公債費)を除く予算

6



甲㊨目N草間

新たな世界基準・価値への

挑戦
水素社会の

実現に向けて

世界中で脱炭素の動きが進む中、県内で

はグリーン水素パークー白州一(北杜市)で大

規模な水素製造技術の「実装」に向けた取り

組みが加速し、多くの国々から高い関心を

集めています。水素社会の実現に向けた多

様な課題などを話し合うため、 10月に「国

際水素サミット」を開催します。サミットの

主要な議題となる「実装知・運用知」の集積

と発信を継続的に行うことができるよう、

産学官連携のコンソーシアムも新たに創設

します。

緑化100年構想

自然と共生する持続可能なまちづくりに

向け、 100年先を見据えた長期的な緑化

の指針「山梨緑化100年構想」の検討に着

手し、県民の皆さんと共に、都市の未来像

やあるべき緑の姿を描いていきます。

C h a ししe
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富士トラム

車両の選定では国内・欧州製もモデル車

両として視野に入れていきます。加えて、

サイバーセキュリティ対策や運行管理シス

テムに関しても調査します。また、富士ト

ラム導入に向け、五合目再整備や火山防災

対策にも資するよう、富士山での電気・通

信設備整備の基本設計を行います。

二次交通の高度化

「富士トラムネットワーク構想」を踏まえ

た公共交通網の再編に向け、基本方針の策

定と並行して、市町村が行う「公共ライド

シェア」実証事業への支援や地元と-体と

なった「自動運転タクシー」実証事業の推進

を強化します。また、 「空飛ぶクルマ」は、

リニア中央新幹線との連動により来訪者の

利便性向上が大いに期待できます。デモフ

ライトを行って県民の皆さんに未来の交通

の姿を体感してもらうとともに、離着陸場

の候補地や施設要件を調査します。

イメージ

n g e



POIN丁2

県民生活の更なる

強靭化
空き家を活用した

住環境整備

山梨の自然豊かな環境で子育てをしたい

と考える県外の世帯から、移住や山村留学

を希望する相談が多く寄せられています。

ところが、山間地域では受け入れのための

住宅が不足していることがネックとなって

います。地元自治体と連携して、空き家を

有効活用した住まいの整備を進めます。

高校生世代への

学習支援

生活困窮世帯やひとり親家庭の高

校生の進学を後押しします。オンラ

イン学習の支援などの学習環境を整

備します。

・ひとり親家庭の

養育費確保を支援

ひとり親家庭の安定した生活

を支えるため、養育費確保の手

続きに要する経費を支援します。

※画像は全てイメージです。
8



安定的な

食料支援体制の構築

令和7年度は生活困窮世帯を対象に、長

期休暇中の食料支援を緊急的に実施しまし

た。寄付食料と支援団体をつなぐ協議会の

活動を本格化させ、持続可能な支援を実現

します。子とも食堂に対しても、臨時的に

食材提供を行います。

令
和
8
年
度
当
初
予
算

国際保育

幼少期に多様性を認め合い、共に社会を

支える-員であるとの認識を育む国際保育

は極めて重要です。多文化共生・教育・保

育の専門家による新たな研究会を立ち上げ、

専門コーディネーターの配置も進めます。

「 e S
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外国人材の受け入れ

生産年齢人口の減少に伴い、外国人材は

さまざまな分野で増えています。受け入れ

と定着を促進するため、企業と外国人材の

マッチングを進めます。一緒に暮らす家族

への日本語教育を提供する企業への支援も

拡充します。

ツキノワグマ対策

緊急銃猟への備えを強化するため、ハン

ター育成講習会の開催などを進めます。里

山周辺に放置されている果樹の伐採に取り

組む市町村を支援します。

e n e∴e
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PO音N丁3

スキルUP妙収益UPト賃金UP

スリーアップ
の好循環の加速

物価高騰を剰l切るには、県民の皆さんの所得を底上げすることが重要です。

そのため、賃金アップの好循環につなげる取り組みを加速します。

中小企業の

設備整備等の支援

生産性向上に大きな効果をもたらす設備

整備への支援を新たに実施します。さらに、

税理士の顧問契約費用や会計ソフトの導入

といった経理事務を支援します。県だけで

なく国の補助金申請も含めた行政書士など

への申請代行を依頼できる制度も新設しま

す。

鍾
⊂uu

キャリアアップ・

ユニバーシティ(CUU)事業

働き手が自らのスキルアップに取り組む

CUUの受講者は着実に増加しています。要

望が寄せられている業界特化型や階層別(若

手から管理職)の専門講座を新設します。

豊かさ共創スリーアップ
スリーアップを実践する認証企業は、今

年に入り1000社を超えるまでに拡大しま

した。認証企業を主な支援対象と位置付けて、

省エネ・再エネ設備導入支援補助金の活用

や県融資制度で優過します。企業の生産性

向上に直結する新たな支援策も導入します。

企業の生産性向上を後押し!

□賃金アップ企業等省エネ・再エネ設備

導入支援事業費補助金

継続的なコスト削減に資する省エネ・再工ネ

設備の導入に対し助成

口中小企業等生産性向上設備整備等
支援事業費補助金

生産性向上に資する設備の導入、更新、改修

や経理事務の負担軽減に対し助成

□中小企業生産性向上補助金

活用サポート事業費

県や国の補助金活用を後押しするため、行政

書士等への代行申請を行う中小企業を支援

口中小企業生産性向上等

支援専門家派遣事業費

賃上げを推進するため、経営改善や生産性向

上に取り組む中小企業に専門家を派遣

口賃金アップ環境改善事業費補助金

一定の賃上げを実施した企業が行う職場環境

の改善や人材育成等に対し助成

※いずれも2月補正予算に計上



ケアラーの支援
介護離職のリスクに直面するケアラーへ

の支援は、労働参加率の向上につながります。

セミナーの開催やアドバイザー派遣により、

企業の意識改革と社内の行動変容を促して

いきます。ワークサポートケアマネジャー

の養成と企業への派遣に取り組みます。

無回答
0,4%

※-部の項目は、

2月補正予算にも計上しています。
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女性デジタル人材

育成・就労支援

女性デジタル人材の育成講座を受けた皆

さんから、 「実際に就労するにはハードルが

高い」との声が寄せられました。このため、

ウェブ制作に関する企業案件で学びながら

納品して報酬を得られる仕組みを導入しま

す。伴走支援を充実して県内企業への就労

機会を確保します。

率一二三亘り臆\ \ふ」(=〈重く

中小企業の

DX加速化支援

中小企業のDX (デジタルトランスフォ

ーメーション)に県が一貫して支援を行い、

生産性の向上を推進します。企業内でDX

を推進する人材の育成も後押しします。

D音clTAし CoNNECT
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若
手
料
理
人
を
支
援
!

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
制
度
も
活
用

山
梨
県
は
フ
ル
ー
ツ
や
ワ
イ
ン
、
伝
統
野
菜
な
ど
、

豊
か
な
自
然
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
食
材
の
宝
庫
で
す
。

そ
ん
な
地
域
の
素
材
を
生
か
す
べ
く
、
県
が
目
指
し
て
い
る
の
が

「
グ
ル
マ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
(
美
食
経
済
)
」
の
確
立
。

今
回
は
そ
の
た
め
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、

若
手
料
理
人
の
支
援
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
梨
県
が
目
標
と
す
る
「
グ
ル
マ
ン
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
観
光
の
つ
い
で
に
食
事
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
の
で
は
な
く
、
「
あ
の
料
理
を

食
べ
る
た
め
に
山
梨
へ
行
く
」
と
い
っ

12

米と麦の2種類のこうじを使っ

て発酵させる。こうじの割合は

製造会社によって異なる。やまなし

美酒・美食

マッチング

商談会

光をしっかり浴びて育った

丹波山村の特産品。濃い黒

色と香りの強さが特徴。

上野原市周辺ではホクホクとした食感の「タケ

ノコ芋(京芋)」が栽培されている。

す
。多

く
の
人
に
「
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
行

き
若
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、
料
理
人
の
育
成
で
す
。

同
時
に
、
次
世
代
を
担
う
若
手
料
理
人

か
ら
も
開
業
の
地
と
し
て
選
ば
れ
る
よ

う
、
山
梨
県
の
美
酒
・
美
食
に
関
す
る

情
報
発
信
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
か
ら
田
園
は
開
園
囚

閏
固
圃
開
聞
聞
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

都
市
部
か
ら
別
の
自
治
体
に
住
民
票
を

移
し
、
定
め
ら
れ
た
期
間
中
、
農
林
水

産
業
や
特
産
品
の
開
発
、
P
R
活
動
な

ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
に
従
事
し
な



column

県内にはブランド豚も多数

存在する。中には県産ワイ

ンで育てられた豚も。

こんな食材が
集まりました

気になる

マッチング結果は?

山梨県内の農畜水産物生産者、酒造、

メーカー17業者が参加した「やまなし

美酒・美食マッチング商談会」。どの

ような商談が交わされたのか生産者の

方に尋ねました。

一商談会参加の理由は?

いろんな方に当店を知ってもらえ

る、良いきっかけだと思ったからです。

一料理人の反応は?

すごく良かったです。たとえば 以

前ならワインやチーズは外国産のもの

に付加価値を感じる方が多かった印象

ですが、最近は地産地消やフードマイ

レージ(生産地から食卓に届くまでの

輸送にかかる環境負荷を示す指標)の

観点から、国産を選ぶ人が増えていま

す。首都圏の方は特に「山梨県産」と

いう言葉に反応してくださる気がしま

す。

一今後が楽しみですね。

はい。いろんな方から声をかけてい

ただき、自信にもつながりました。

≡謹〇 〇 〇薩-〇〇・
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チーズをひもでつるして作るため、

ひょうたんのような形になる。

フレッシュで香りの良い県産の

ハーブは都内のレストランでも

よく活用される。

が
ら
定
住
・
定
着
を
目
指
す
総
務
省
の

制
度
で
す
。

2
6
年
1
月
2
0
目
か
ら
2
2
日
に
か
け

て
、
県
は
「
お
た
め
し
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
を
実
施
。
山
梨
県
で
の
活
動
を

希
望
す
る
7
人
の
料
理
人
や
料
理
店
関

係
者
に
、
県
産
食
材
の
紹
介
や
県
内
有

数
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
巡
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

初
日
と
な
る
2
0
目
に
訪
れ
た
の
は
、

富
士
吉
田
市
の
「
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
」
で

開
催
さ
れ
た
「
や
ま
な
し
美
酒
・
美
食

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
」

で
す
。
当
日
は

県
産
食
材
を
携
え
た
生
産
者
1
 
7
業
者

と
、
お
た
め
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

そ
の
他
の
飲
食
関
係
者
が
集
い
、
商
談

を
行
い
ま
し
た
。



/
現
場
で
学
ぶ
\

山
梨
の

食
の
可
能
性

若
手
料
理
人
に
県
産
食
材
や

テ
ロ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て

体
験
し
て
も
ら
う
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や

農
場
を
視
察
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

商
談
会
の
後
に
訪
れ
た
の
は
、

忍
野
村
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
⊃
曾
〇
三
で
す
。

「
⊃
曾
○
○
i
」
は
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
生

か
し
た
「
富
士
北
麓
キ
ユ
イ
ジ
ー
ヌ
」

を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
日
本

最
大
級
の
料
理
人
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

「
R
E
D
 
U
-
3
5
2
0
2
1
」
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
堀
内
洋
平
さ
ん

が
シ
ェ
フ
を
務
め
、
治
平
さ
ん
の
兄
で

ソ
ム
リ
エ
の
茂
一
郎
さ
ん
が
コ
ー
ス
料

理
に
合
わ
せ
た
ペ
ア
リ
ン
グ
ド
リ
ン
ク

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
‖
品
の

料
理
に
県
産
の
ワ
イ
ン
や
日
本
酒
を
合

「おためし地域おこし協力隊」参加者の声

阿
部
剛
士
さ
ん

14

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
国
内
外

問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
研
さ
ん
を
積
ん
で

き
ま
し
た
。
と
て
も
光
栄
な
機
会
に
恵
ま
れ
て

き
た
と
思
う
一
方
、
故
郷
で
あ
る
山
梨
県
で
活

動
を
し
た
い
と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
存
在
を
知
っ
た
ん
で
す
。

今
回
、
た
く
さ
ん
の
生
産
者
さ
ん
の
も
と
を

訪
れ
る
な
か
で
再
認
識
し
た
の
が
、
山
梨
県
の

食
材
の
品
質
の
高
さ
で
す
。
一
方
で
、
都
内
の

百
貨
店
な
ら
5
千
円
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
な

ジ
ュ
」
ス
が
、
3
千
円
程
度
で
売
ら
れ
て
い
た

り
も
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
料
理
人
生
活
で
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
の
一
つ
が
、
生
産
者
さ
ん
に
適
正
な
価

格
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
僕
は
料
理
の
腕
を
磨
き
、
料
理
を
召
し
上

が
っ
た
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
。
そ
し
て
、

お
客
様
か
ら
お
代
を
い
た
だ
く
…
…
こ
の
よ
う

な
「
幸
せ
な
循
環
」
に
な
る
よ
う
、
心
掛
け
て

き
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動

を
始
め
た
ら
、
山
梨
県
の
食
材
の
認
知
拡
大
と

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
カ
ア
ッ
プ
に
努
め
た
い
で

す
ね
。

1
9
8
8
年
、
山
梨
県
北
杜
市
生
ま
れ
。
高
校
卒
業
後
、
料
理
人

を
め
ざ
し
地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
就
職
。
そ
の
後
カ
ナ
ダ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
料
理
人
と
し
て
勤
務
。
帰
国
後
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
店
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
飲
食
業
を
経
験
し
、
長
野
県

白
馬
村
の
老
舗
中
国
料
理
店
で
研
さ
ん
を
積
む
。
2
0
1
5
年

か
、
圭
一
代
目
料
理
長
に
就
任
。



わ
せ
た
コ
ー
ス
が
披
露
さ
れ
、
県
産
食

材
を
用
い
た
美
酒
・
美
食
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ユ
に
つ
い
て
の
講
話
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

中
で
も
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
芽
吹

き
」

は
使
用
さ
れ
て
い
る
ジ
ビ
工
や
野

草
だ
け
で
な
く
、
料
理
を
載
せ
た
皿
も

県
産
の
も
の
。
「
山
梨
の
大
地
か
ら
料

理
が
芽
吹
く
」

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
て
の
食
材
を
地
元

産
に
す
る
こ
と
で
、
材
料
の
高
騰
や
気

候
変
動
な
ど
の
影
響
を
受
け
に
く
く

し
、
「
い
つ
で
も
安
定
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
山
梨
県

の
食
材
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
豊
か
だ
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」

「
も
し
、
『
地
域
お

こ
し
協
力
隊
』

に
選
ば
れ
な
く
て
も
、

今
後
も
山
梨
県
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち

続
け
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
行
程
で
は
、
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
で
ア
ユ
や
二
ジ
マ
ス
、
富

士
の
介
な
ど
の
淡
水
魚
の
養
殖
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
富
士
吉
田
市
で
水
か
け

菜
や
水
ネ
ギ
の
栽
培
に
触
れ
た
り
す
る

な
ど
、
3
日
間
か
け
て
山
梨
の
食
に
つ

い
て
じ
っ
く
り
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

回ドiノンクや料理の香り付けに使う富士山麓の杉田堀内治平さん(写真左)と茂一郎さん田発酵させた(世業のシューズで蒸し煮にした野菜と、スパイスなどを合わ

せた「冬野菜」田山梨市の「銘醸畑」として名高い万力地域から生まれたワイン園参加者同士で自己紹介。横のつなが)もできた田シェフの治平さんはフランスの星

付きレストランで腕を磨いた田看板メニューの「芽吹き」は竹炭を繰り込んだ生地の中に、シカやアナクマ、イノシシなどのジビ工や、 「あけぼの大豆」のフムスを閉じ

込めている田「もものすけカブ」とアマゴ、魚卵に見立てたソースをあしらった「アマゴ蕪」

鈴
木
建
也
さ
ん

山
梨
県
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
の
は
、
甲

州
市
の
食
を
多
角
的
に
体
験
す
る
た
め
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
フ
ー
ド
ス
ペ
ー
ス
「
煙
と
花
」
で
働

き
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

島
根
、
東
京
、
北
海
道
、
秋
田
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
で
料
理
を
し
て
い
て
、
現
在
は
山
梨
と

東
京
の
二
拠
点
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
煙
と
花
」
で
は
、
季
節
の
移
ろ
い
に
目
を
向
け

な
が
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
る
料
理

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
共

感
し
、
「
も
っ
と
山
梨
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
募
集
を
発
見
し

ま
し
た
。

山
梨
で
の
生
活
を
通
じ
て
、
食
材
や
気
候
、

風
土
な
ど
の
理
解
も
進
み
、
少
し
ず
つ
生
産
者

さ
ん
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
始
め
ま
し
た
。
山

梨
県
に
は
海
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
い
か
ら
こ
そ

「
新
し
い
も
の
を
生
み
出
せ
る
余
地
」
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

な
っ
た
ら
、
た
と
え
ば
県
産
の
マ
ス
を
使
っ
て
「
か

つ
お
ぶ
し
」
な
ら
ぬ
「
ま
す
ぶ
し
」
を
開
発
す

る
な
ど
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

1
9
9
3
年
、
東
京
都
大
田
区
生
ま
れ
。
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
卒
業
後
、
-
丁
企
業
に
就
職
。
2
0
2
0
年
よ
り
島
根
県
の

「
鳥
食
の
寺
子
屋
」
で
料
理
を
学
ぶ
。
東
京
・
銀
座
の
和
食
店
を

経
て
、
北
海
道
・
札
幌
(
現
在
は
余
市
に
移
店
)
の
創
作
料
理
店

「
「
三
U
p
」
の
シ
ェ
フ
に
。
そ
の
後
、
秋
田
県
の
創
作
料
理
店
を

経
て
、
甲
州
市
「
煙
と
花
」
で
シ
ェ
フ
お
よ
び
商
品
開
発
を
担
当
。

[問い合わせ先]観光振興グループ 丁EL O55-223-8876 FAX O55-223-1438
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キッチンカーが運ぶ、
おいしい笑顔と地域の輪

「移動式地域食堂」が

昭和園丁の公民館前で出汁カレーを購入する地元の女性

多
世
代
が
集
う

「
居
場
所
づ
く
り
」
を

目
指
し
て

1
月
下
旬
の
晴
天
の
下
、
昭
和
町
西

条
二
区
の
公
民
館
前
に
は
1
台
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
が
ス
タ
ン
バ
イ
。
こ
の
日
の

一
押
し
メ
ニ
ュ
ー
「
出
汁
カ
レ
I
」
の

食
欲
を
そ
そ
る
香
り
が
漂
う
中
、
「
移

動
式
地
域
食
堂
」
が
開
店
し
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
2
0
2
6
年

十
月
か
ら
6
月
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

富
士
川
町
と
昭
和
町
の
二
地
域
で
、
そ

れ
ぞ
れ
月
2
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
県
内
で

進
む
高
齢
化
と
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
増
加
。
特
に
山
間
部
で
は
冬
場
に

家
に
こ
も
り
が
ち
に
な
る
人
が
多
く
、

峡
南
地
域
で
は
県
民
の
約
4
割
が
孤

独
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
り
ま
す
。
「
待
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
入
り
込
ん
で
高
齢
者
の
孤

立
を
防
ぎ
、
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
た

い
」
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
活
用
し
た
移
動

式
地
域
食
堂
で
す
。
箋
弱
輩
議
は
四
駆

16



起
因
〇
〇
回
寛
鞭
日
量
」
“
」
口
車
。
葛
i
“

県
民
の

「
心
と
体
の

健
康
ス
ポ
ッ
ト
」

に
な
る
こ
と
が
こ
の

事
業
の
狙
い
で
す
。

食
事
代
は
あ
え
て
有
料
の
1
食

5
0
0
円
。
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
の
か
」
と
気
負
う
こ
と
な
く
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
、
水
分
も
し
っ
か
り
取
れ
て
体

が
温
ま
る
も
の
を
厳
選
。
富
士
川
町
で

の
第
1
回
目
に
は
、
「
豚
汁
う
ど
ん
」

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ

や
保
健
師
は
、
会
場
で
の
さ
り
げ
な
い

「
見
守
り
」
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
「
足

元
が
ふ
ら
つ
い
て
い
な
い
か
」

「
む
せ

込
ん
で
い
な
い
か
」

「
服
装
は
乱
れ
て

い
な
い
か
」

-
。
食
事
や
移
動
の
様

子
か
ら
小
さ
な
変
化
に
気
付
き
、
自
然

な
会
話
の
中
で
健
康
状
態
を
確
認
し
て

い
き
ま
す
。

県
の
担
当
者
は
「
富
士
川
町
で
は

近
所
の
人
と
誘
い
合
っ
て
来
る
方
が
多

く
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
男
性
が
外
に

出
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
」

と
語
り
ま
す
。
一
方
、
昭
和
町
で
は
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
で
夫
の
分
を
持
ち
帰
る
女

性
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
都

市
部
な
ら
で
は
の
「
男
性
参
加
の
難
し

さ
」
と
い
う
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
「
誰
か
と
一
緒
に
ご
飯
を
食

べ
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
」

「
保
健
師
さ

ん
に
相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ

た
参
加
者
の
声
は
、
運
営
側
の
大
き
な

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
条
二
区
の
区
長
・
竹
中
洋
さ
ん
は
、

「
将
来
的
に
は
地
域
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う

に
発
展
さ
せ
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

定
期
的
に
集
ま
れ
る
場
に
し
た
い
。
そ

う
す
れ
ば

『
最
近
あ
の
人
見
な
い
ね
』

と
い
っ
た
会
話
か
ら
、
自
然
な
見
守
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」

と
期

待
を
語
り
ま
す
。
県
の
担
当
者
も
「
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
は
あ
く
ま
で
手
段
で
す
。
最

あわせて開催された健康相談も行

列ができる盛況
終
的
に
は
『
食
』
を
通
じ
て
、
誰
も
が

気
軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所
が
県
内
各
地

に
広
が
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
食
堂
と

連
携
し
た
り
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を
出
し

た
り
と
、
地
域
ご
と
の
色
を
出
し
て
自

走
で
き
る
形
が
理
想
で
す
」
と
先
を
見

据
え
ま
す
。

撥
鞄
醜
態
醸
臨
囲
軸
開
聞
悶
醒

[問い合わせ先]健康長寿推進課 丁EL O55-223-1450 FAX O55-223-1469

瀦
鞘
闘
闘
灘
ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
お
い
し
い
ご
飯
と
、
地
域

の
み
ん
な
で
食
を
囲
む
温
か
い
時
間
、

そ
し
て
素
敵
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

もっと知りたい

やまなしindepth
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I
し
凹
関

[
連

載
]

題

18

研磨中のブルートパーズは、

裏面に切子が施されている

見
た
瞬
間
、
心
が
躍
っ
た

「
夢
中
に
な
る
と
、
そ
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
し
ま
う
」
と
話
す
酒
井
す
み
れ

さ
ん
が
、
宝
石
に
彫
刻
を
施
す
「
甲
州

貴
石
切
子
」
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
た
の

は
、
今
か
ら
お
よ
そ
5
年
前
。
当
時
、

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
の
2
年

生
だ
っ
た
。

「
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
ジ
ュ
エ
リ

ー
を
つ
く
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

イ
デ
ア
出
し
を
し
て
い

幼いときに昇仙峡で原石のつかみ取りをしたのが「石」との出会い

受
け
継
ぐ
覚
悟
を
o

今
日
も

宝
石
に
刻
む

ジ
ュ
エ
リ
!
・
ク
ー
フ
フ
ト
・
フ
カ
サ
ワ
勤
務

酒
井
す
み
れ

一
粒
の
宝
石
が
、

あ
る
専
門
学
校
生
の
進
路
を
決
め
た
。

「
甲
州
貴
石
切
子
」
と
い
う

美
し
い
模
様
が
彫
り
込
ま
れ
た
石
だ
っ
た
。

万
華
鏡
の
よ
う
な
輝
き
に
心
を
奪
わ
れ
、

職
人
の
世
界
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
の
が
、

酒
井
す
み
れ
さ
ん
だ
。

回
田
弱
国
日

田
匡
留
口
田
圃

る
際
に
、
甲
州
貴
石
切

子
の
存
在
を
知
っ
た
ん

で
す
」日

本
人
ら
し
い
繊
細

な
装
飾
、
切
子
を
入
れ

る
こ
と
で
生
ま
れ
る
光

の
屈
折

-
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
画
像
で
あ
っ
た
が
、
ま
る

で
万
華
鏡
の
中
を
の
ぞ
い
て
い
る
よ
う

な
美
し
さ
に
、
酒
井
さ
ん
は
た
ち
ま
ち

心
を
奪
わ
れ
た
。

「
そ
の
瞬
間
『
挑
戦
し
て
み
た
い
!
』

っ
て
。
偶
然
に
も
、
甲
州
貴
石
切
子
の

生
み
の
親
・
深
澤
陽
一
先
生
が
そ
の
授

業
の
ご
担
当
だ
っ
た
ん
で
す
」

日日圃日割=王
山梨県の研磨宝飾産業の始まりは、江戸時代

後期にさかのぼるといわれる。県北部の金峰

山一帯で産出された水晶の原石を買い付けに

来た京都の玉造り職人が研磨技法を伝えたと

いう。 200年にわたり脈々と引き継がれた技

法の中でも、 「甲州貢石切子」は、世界で類を

見ない宝石彫刻の技法とされる。 「賽鰻変乱

を受章した深澤陽-さんが、株式会社シミズ

貴石の清水幸雄さんと協働して生まれた。

間口田町回田曲

目回回田

笛吹市生まれ

日田ココ

山梨県立

宝石美術専門学校入学

日回目回

甲州貴石切子の存在を知る

日田日日

ジュエリー・クラフト・

フカサワに入社



素
材
に
選
ん
だ
石
は
水
晶
。
酒
井
さ

ん
は
、
切
子
の
一
部
の
技
術
を
用
い
て
、

ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
透
明
感
を
持
つ
水
晶

に
雪
の
結
晶
の
模
様
を
刻
も
う
と
し
た
。

し
か
し
、
固
い
石
に
線
を
刻
む
の
は
、

予
想
以
上
に
難
し
か
っ
た
。
一
方
で
、

深
澤
さ
ん
が
や
っ
て
見
せ
る
と
、
筆
で

絵
を
描
く
よ
う
に
水
晶
に
結
晶
が
浮
か

び
上
が
っ
て
い
っ
た
。
「
中
心
に
深
み

を
も
た
せ
て
」
な
ど
、
深
澤
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
、
酒
井
さ
ん
は
作
品

を
懸
命
に
仕
上
げ
た
。
そ
う
し
て
完
成

し
た
作
品
は
、
展
示
会
の
ポ
ス
タ
ー
の

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
採
用
さ
れ
た
。

いつかは切子のカットをしたいと

願いつつ、磨きに取り組む

次
第
に
、
抑
え
き
れ
な
い
思
い
が
胸

を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
な
る
。
深
澤
さ

ん
の
下
で
働
き
た
い
、
と
-
 
。

そ
し
て
、
卒
業
年
の
3
年
生
に
な
っ

た
。
酒
井
さ
ん
は
あ
る
決
意
を
す
る
。

「
ダ
メ
も
と
で
、
『
先
生
の
と
こ
ろ
で

働
か
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
』

っ
て
直
談

判
し
た
ん
で
す
」

だ
が
、
そ
の
場
で
は
返
事
は
も
ら
え

な
か
っ
た
。

「
先
生
は
お
一
人
で
で
き
る
わ
け
で
す

か
ら
、
私
は
足
手
ま
と
い
に
な
る
だ
け
。

正
直
、
難
し
い
だ
ろ
う
な
っ
て
」

と
こ
ろ
が
、
3
カ
月
後
に
事
態
は
急

展
開
を
迎
え
る
。
深
澤
さ
ん
か
ら
、
酒

井
さ
ん
の
授
業
の
様
子
を
見
て
採
用
を

決
め
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
結
果
は
見
事
採
用
。
深
澤

さ
ん
は
、
当
時
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

「
技
術
の
あ
る
人
は
他
に
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
彼
女
に
は
素
直

さ
と
、
新
し
い
こ
と
を
吸
収
し
よ
う
と

す
る
力
が
あ
る
。
職
人
に
と
っ
て
、
こ

れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
ん
で
す
」

今
後
は
修
練
、

修
練
、
修
練

し
ば
ら
く
は
「
現
実
に
起
こ
っ
た
こ

と
だ
と
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
酒
井
さ
ん
。
入
社
後
、
初
め
て
工
房

の
椅
子
に
腰
を
落
ち
着
け
た
瞬
間
、
よ

う
や
く
驚
き
が
実
感
に
変
わ
り
、
喜
び

が
込
み
上
げ
て
き
た
。

入
社
1
年
目
に
出
展
し
た
展
示
会
で

は
、
自
身
が
加
工
し
た
作
品
が
お
客
さ
ん

に
購
入
さ
れ
る
と
い
う
機
会
に
も
恵
ま

れ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
お
客
さ
ん
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
石
の
磨
き
加
工
を
担
う
こ

と
に
な
っ
た
。
石
に
は
す
で
に
、
深
澤

さ
ん
に
よ
る
見
事
な
切
子
が
施
さ
れ
て

い
た
。

磨
き
加
工
に
使
用
す
る
工
具
は
、
金

属
製
や
シ
リ
コ
ン
製
な
ど
、
石
に
応
じ

て
適
切
な
も
の
を
選
択
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
石
の
種
類
に
よ
っ
て
、
硬
度

が
ま
っ
た
く
異
な
る
か
ら
だ
。

「
で
も
、
そ
の
日
ト
パ
ー
ズ
だ
と
思
い

込
ん
で
い
た
も
の
が
、
実
は
フ
ロ
ー
ラ

イ
ト
と
い
う
石
だ
っ
た
ん
で
す
」

石
を
勘
違
い
し
て
し
ま
っ
た
酒
井
さ

ん
は
、
ト
パ
ー
ズ
用
の
工
具
を
使
っ
た
。

結
果
、
深
澤
さ
ん
が
彫
っ
た
切
子
を
削

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
は
っ
と
し
た
瞬

間
に
は
、
も
う
遅
か
っ
た
。
手
元
に
は
、

ク
ガ
タ
ガ
タ
ク
に
刻
ま
れ
た
フ
ロ
ー
ラ
イ

今も「先生」と呼ぶ深澤陽-さん(左)と工房で

卜
が
残
っ
た
。
深
澤
さ
ん
か
ら
は
一
切

叱
責
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
か
え

っ
て
つ
ら
か
っ
た
。

「
以
来
、
必
ず
石
の
確
認
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」

深
澤
さ
ん
は
、
甲
州
貴
石
切
子
の
ア

イ
デ
ア
を
発
案
し
て
か
ら
、
実
現
す
る

ま
で
約
2
5
年
を
要
し
た
。
酒
井
さ
ん
の

道
の
り
も
、
ま
だ
ま
だ
長
い
。

「
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
も
の
を
、
先
生

の
代
で
途
絶
え
さ
せ
た
く
な
い
、
絶
対

に
蔓
け
継
ぎ
た
い
っ
て
思
い
ま
す
」

今
日
も
酒
井
さ
ん
は
、
己
の
腕
を
磨

き
続
け
て
い
る
。
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【コゆでい

F U R EAI

SQUAR漢

PHOTO spACE

あなたが撮った写真を

「ふれあい」に掲載しませんか?

皆さんのとっておきの1枚、

お待ちしています!

繊

Q&A
SPACE

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
県
政
に
関
す
る

疑
問
・
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
の
質
問
は
、
こ
ち
ら
で
す
。

Q

プールが幻想空間に
フジテキスタイルウィーク

2025の作品の一つ「Biue

Lotus」。下吉田第一小学校の

旧プールが美しい空間に変わっ

ていました。

曹維持
ベトナムを満喫!

2月に甲府駅北口よっちゃばれ広場で開催

された「ベトナムのふるさと春祭2026」。

ベトナム料理の出店や民族衣装のアオザイ

の試着など異国情緒を感じました。

大
変
な
ん
で
す
か
?

ク
ニ
マ
ス
の
産
卵
場
は

ク
二
マ
ス
の
産
卵
を

撮
影
す
る
の
は

蒜蒜理幹 専

ダブルでラッキー
田ふじさん

精進湖からの「子抱き富士」と「逆さ

富士」。山梨に住んでいても、こんな

にきれいに見えたのは初めてです。

水
深
0
0
m
、
水
温
約
5
℃
で
、

人
が
潜
る
調
査
は
困
難
で
す
。

長
年
の
研
究
か
ら
産
卵
場
を
予
測
し
て

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

世
界
で
初
め
て
自
然
環
境
で
の

撮
影
に
成
功
し
ま
し
た
。

水産技術センター研究管理幹

葛〇回[問い合わせ先]水産技術センターTELO55-277-4758 FAXO55-277-3049
20

そ
も
そ
も

Q
ク
二
マ
ス
は
貴
重
な

魚
な
の
で
す
か
?

江
戸
時
代
か
ら
珍
重
さ
れ
、
「
魚
一
匹
米

一
升
」
と
呼
ば
れ
る
高
価
な
魚
と
し
て
贈

答
品
に
利
用
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

1
9
4
0
年
代
に
秋
田
県
田
沢
湖
で
絶

滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
0
年
に
西
湖
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
ク
二
マ
ス
が
自
然
界
で
生

存
す
る
の
は
世
界
で
山
梨
だ
け
で
す
。

ク二マス やまなし



町ニ’少しリッチなご褒美

\表紙のコドモたち/

水素でロケット発射

風船がつないだ緑
甲斐市立竜王北保育園の運動会で飛ばした

風船のメッセージカード。なんと約100キ

ロ離れた株式会社巴商会の西新宿水素ス

テーション建設予定地まで飛んでいきまし

た。カードには「みんながしあわせなみらい

になりますように」のメッセージ。山梨の水

素事業を支える同社との不思議な緑で、こ

の日の水素ロケット体験が行われました。

やまなしの魅力は

もっともっとあるはず!

「ふれあいスクエア」では、県民の皆

さんからの写真を募集しています。

わが街の自慢のスポット、不思議とIb

躍る場所、移ろう季節を切り取った一

枚……などなど撮影したときのエピ

ソードを添えて、ぜひ教えてください。

また、県の取り組みについてのご質問

もお待ちしています。

こちらから

どうぞ!

友だち登録すると

写真を投滴できます。
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芸籠譲
農華

〇 ㌦六㌦∴の

杜を時嘲費
のβ筋

【コオフタイム

西
湖
の
ク
二
マ
ス
産
卵
場
は
、
湖
底
湧
水
の
あ
る
1
カ
所
で
し
か
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
も
生
き
延
び
て
い
る
こ
と
自
体
が
寄
跡
で
す
。
西

湖
の
自
然
環
境
や
生
態
系
を
守
る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

イラスト:宮野耕治

Q
ク
二
マ
ス
を
守
る
た
め
に
、

必
要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
が
?

UCC上島柳排の水素焙煎コー

ヒーは甲府市の米倉山で製造

されたグノーン水素を熱源に焙

煎しているから、CO2の排出が

ゼロ。環境にもやさしくて美味

しいなんて、最高!

人気ドラマの

名物パフェ

【コ聖地巡礼

ドラマ「ホットスポット」に登場した喫

茶店「もんぶらん」 (富士吉田市)の「か

くれんはパフェ」。友達と3人でドラマ

の再現を楽しみました。

上・産卵前の産卵場所掘り行動

下・産卵行動

ク
二
マ
ス
は
産
卵
行
動
だ
け
で
な
く
稚
魚
の
生
態
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
産
卵
地
点
の
カ
メ
ラ
か
ら
、
雑
魚
が
ど
う
卵
か
ら
か
え
っ
て
育
つ

の
か
を
観
察
し
、
ク
二
マ
ス
の
養
殖
技
術
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

Q
撮
影
が
成
功
し
た
こ
と
で

今
後
の
新
た
な
展
望
は
?

轟

く臨●

圏
圃

_



イ
ン
ド
と
の
つ
な
が
り
強
化

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足

新
た
な
食
文
化
の
創
造

大
手
料
理
教
室

運
営
会
社
と
連
携 届

け
す
る

①本国内の自治体同士が協力してインドとの交流を進める仕組み「日印友好交流促進知事ネット

ワーク」が、 2月16日にできました。

わが国の自治体の規模に比べ インドには人口がと

ても多い大きな州がたくさんあります。そこで この

ネットワークでは、日本の自治体が力を合わせてイン

ドの各州との交流を進めます。

参加する自治体は、それぞれ交流しているインドの

州についての情報を、他の自治体と共有します。本県

は、友好関係にあるウッタル・プラデーシュ州の窓口

となり、他県が同州と交流したいときの手助けをしま

す。また、本県が別のインドの州と交流したい場合に

は、他の自治体に相談することで新しい交流を広げる

ことができます。

人口規模が大きく異なる国との交流でも、日本の自

治体同士が連携すれば、より多くのチャンスが生まれ

ます。山梨県はこれからもインドをはじめとする海外

との交流を、国内の自治体と力を合わせて推進し、国

際的なつながりを-層広げていきます。

発足式に参加する長崎知事(中央右)と関係者ら二駐日インド大使館で

県産食材を使ったイ

ンド料理と県産酒の

マリアージュイベン

トも同日開催された

㊥は2月10目、世界最大級の料理教室を運営する株式会社ABC Cooking Studio (東京都千

代田区)と、県産食材の高付加価値化と販売促進を目

的とした協定を締結しました。

両者は、それぞれの持つ資産やノウハウ等を活用し

て、食を通じた本県のブランドカ向上や観光振興のほ

か、県民を対象とした料理教室の開催など、食と学び

の機会の創出にも連携して取り組みます。また、企業

版ふるさと納税を活用して本県に社員を派遣してもら

い、ふるさと納税の返礼品開発や開業を検討する料理

人への情報発信なども協力して進めていきます。

協定式で長崎知事は「この協業を通じて、多くの人

に山梨の食文化に触れて親しんでもらいたい」と期待

を述べました。

県はこれからも企業と協力し、山梨の食の魅力を発

信していきます。

山梨県と株式会社ABC Cooking Studioとの

連携協定締結式

協定書を手にする長崎知事とABC Cooking Studioの志村なるみ社長

<
>
≡
>
之
>
S
工
一

P
O
「
一
〇
<

Z
巾
ミ
S

や
ま
な
し
県
政
ニ
ュ
ー
ス

22



新生活で 凶
気を付けたい
消費者トラブル
○知らない事業者がいきなり!? “訪問販売’’

†杢星型茎数であればきっぱり断りま土星基

○新生活でも気を付けたい“もうけ詣’’

十チま醐うにしま臆しょう。,

二 〇ネット回線などの“通信契約’’

困ったら下記にご相談ください。

山梨県県民生活センター

蜜055-235-8455

(匝∑)
傘188 (いやや) ※全国共通

(最寄りの市町村や県の消費生活相談窓口をご案内します)

県民生活センターでは、ホームページ

などで消費者トラブルを未然に防ぐた

めの情報を発信しています。

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

式
㊧
咄
a
『
㊧

e
j
a
-
e
g
雪
㊨

介護で仕事を

あきらめないために

介護は、ある日突然始まります。

家族のためにと-人で抱え込み、仕事との両立

が難しくなってしまう。

こうした状況から生まれるのが介護離職です。

これまで介護施設の整備などを進める「介護待

機者ゼロ」に取り組んできましたが、その手前の

段階で奮闘するケアラーを支えることにより「介

護離職ゼロ」を目指しています。

2月5日に「知事と語るやまなしづくり」の場で

仕事と介護を両立している方々の話を伺いました。

介護を全て自分で担うのではなく、必要に

応じて専門職につなぎ、介護の体制を整え

るマネジャーの視点が大切であると改めて

認識しました。

こうした気付きを施策に反映し、ケア

ラーをサポートする支援体制の構

築を進めていきます。

社会全体でこの問題に向き合

い、誰もが安心して働き続けら

れる社会を共につくっていきま

しょう。

※今号から、長崎幸太郎知事のメッセージを皆さんにお届けします。
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ふれあいは FUREA=s aしso avaiしabしe in

英語と中国語でも Engしish and Chinese.

読めます FUREAI遮有英文和中文版。

県政情報発信中

醒雷 闇の 讃.謹
ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

次の㊤-⑲とアンケートにご回答ください。

応募は「はがき」または「応募フォーム」でお願いします。

⑪郵便番号㊧住所㊥氏名㊨年齢㊨電話番号
※応募は1人1回限り。

アンケート

問1 :今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?

問2:オススメのレストランと

その理由を教えてください。

※いただいたご意見の〇割を紹介させていただくことがあります。

応募先

山梨県広聴広報グループ

「ふれあい読者プレゼント」係

〒400-8501甲府市丸の内1-6-1

応募フォームはこちら
https://forms.0飾ce.com/r/dGYMVfAN M9

縮醐4月30日(木)当日消醐
商品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。

個人情報は商品の発送のほか、県からのお知らせなどのために、

使用させていただくことがあります。

「おいしい未来へやまなし」については、

県ホームぺ-ジをご覧ください。

おいしい未来へやまなし

闇の

紹
亡ロイ事屋
●十四代上原勇七

天正十年(1582年)創業。

鹿茸と漆の伝統技を今に伝える甲州印伝の総本家。

本店蔀講読構0
営業時間/AM10:00-PM6:00

年中無休(年始を除く)

Eロイ窒博物館甲府・本店2階
印伝や鹿革に関する博物館です


